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修験道における調伏の論理

TheLogicofPracticeinSAMMgFliｚａＤ

宮家準

伍/0s"ｊＭｉｉｊ'αｈｅ

袴・卜占・巫術・符呪等多種多様なものがある。さらに

修験者が行なうことがもっとも多いといわれる加持祈祷
だけをとりあげても，護摩2)･諸尊法$)・調伏法等多種類
のものが見られるのである。そこで紙数の限られている

本小論では，これらの中から特に調伏法による祈祷をと

りあげて見ることにしたい。なお調伏法については以下

で詳述するわけであるが，一応これを「自らの心身をか

ためて，依頼者に対して敵意を持っているものやⅢ障害

をもたらすものを降伏させる宗教儀礼｣｡と定義して論

をすすめることにしよう。

ところで，修験道の調伏法の研究としては，管見の及

ぶかぎりでは，わずかに，糟谷義竜氏が九字について記

されたものがあるにすぎず月)，修験者の地域社会での重

要な活動方法であったにもかかわらず，これまでほとん

ど研究対象としてはとりあげられていないのである。け

れども幸にして，修験者がこの修法を用いることが多か

ったことを物語るかのように，修験道研究の根木資料と

もいえる修験道章疏全三巻や修験聖典中には多数の調伏

の次第が収録されている。そこで私は修験道の宗教儀礼

を通してその宗教の性格を把握するという目的を達成す

るための一段階として，次のような立場にたってこれら

の次第を分析することにしたい。

修験道の調伏の次第のに１mにもり込まれている多数の煩

鎖な一見意味のわかりにくい行為の仕方(印契等)や唱え

ごと(真言等)は，決して無意味なものではなく，何等か

の意味を与えられている。次第中の印契や真言の文句等

はそうした意味を表象しているsymbolicactionと考

えられるのである。そして更に，これらのIliil点の印契や

真言の意味はその一つ一つが決してばらばらなものでは

序

1．修験道の調伏法

2．調伏法のメカニズム

ａ・九字の修法

ｂ・不動金縛法

ｃ、摩利支天鞭法

ｄ・封じこめの修法

止
凹

６
千
川

序

周知のように，修験道は111岳で修行をつむことによっ

て超自然的な力をえ，その力を用いて呪術宗教的な活動

を行なうことによって，庶民の現実生活から生じる悩み

の究極的解決をはかることを日的とする宗教である。

こうした性格を持つ宗教であるから,当然その究明は，

上記の宗教活動を行なう宗教的指導者一修験者一を

対象とせねばならない。その際私は主として彼等が実際

に行なっている，またおこなって来た宗教儀礼を分析す

ることによって，修験道の性格をつかむことをこころ糸

てゑることにしたい。

さて，修験道が入峰修行と地域社会での呪術宗教的活

動という二面`性を持つことから容易に推測できるよう

に，修験道の儀礼は入峰修行に関するものと，修験者が

地域社会において庶民の要請に応じて行なう呪術宗教的

な活動に類するものに分けることができる。このうち，

入峰修行に関する儀礼はすでに別の機会に発表したの

で､，本小論では修験者が地域社会で庶民の要請に応じ

て行なう宗教活動の面をとりあげて見ることにしたい。

勿論，地域社会に鰭ける修験者の宗教活動にも，加持折
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動の方法であると一般に広く信じられている。また，修

験者の側でも調伏法を'二|己の重要な活動方法として強く

､意識していると考えられるのである。

ちな糸に修験道の開祖役小角作といわれている,｢|｣｣伏

二字義」を見ると，修験者の代名詞である山伏という言
q■●●●●●●●

葉の語義は，「既入法|生真如室山降伏無明煩悩怨敵，

故名山伏肥)(傍点宮家）と説明されている。山伏の二
二一

宇が，宝山に入るという意味を表象する111という字と，

怨敵を降伏することを表象する伏という字が組設合わさ

ったものであると解されている。つまり，入峰修行と並

ぶ地域社会での修験者の宗教活動を調伏による活動をも

って代表させていると考えられるのである。

また役行者講式，役行者(小角)誕生の条仁は，「託胎

の初め，母氏夢に化人来りて，汝が胎内に宿らんと示

す。即ち空中より金色の:独鈷降りて吾口に入る。寝て後

ち,自ら身の重きことを知る。七箇月を経て一男を生む。
｡●●C●●●■●●●●●０■

頂上に独鈷の形あり。因て字を小角と名く゜独鈷は即ち

独一法身の徳用，悪魔降伏の枢要なり｣2）と記されてい

る。これを見ると修験道の開祖である役行者が，諸魔降

伏の枢要である独鈷の顕現としてとらえられ，さらにそ

の小角という名前もこのことを表象しているとされてい

るのである。この他，役行者自身，一言主命を不動金縛

の法にかけたとの伝説も広く知られている。

これだけではない。修験道の本尊である不動明王自体

が，聖不動経に「是大明王（不動明王のこと－宮家

一）は大威力あり，大悲の徳の故に青黒の形を現じ，

大定の徳の故に金剛磐石に坐し，大智慧の故に大火焔を

現じ，大智の剣を執って賞旗凝を害し，三昧の索を特し

て難伏の者を締す｣，）と記されているようにもともと調

伏の働きを示す仏なのである。

ところで調伏法は一般には密教の修法の一つとしても

良く知られている。密教の調伏法は，「不動・降三世･軍

茶利・金剛夜叉等の念怒の相を現わす明王部の諸尊を本

尊として，怨敵・悪魔等を信服させる修法」であるとい

われ，息災・降伏・調伏・増雛・敬愛・鈎召の五つの基

本的な護摩修法のうちの一つに属するものとされてい

る4)。こうした密教の調伏修法は，密教と密接な関係を

持って発展して来た修験道でも－部とり入れられて行な

われている5〕。そこで修験道の調伏法を記すに先立って，

阿娑縛抄，覚禅抄等の密教の基本的な修法集によって，

密教の調伏法を簡単に紹介しておくことにしたい。

まず調伏護摩は南面した修法者が三角の臆壇を介して

北iniした降三|止U]王又は不動[U]王等に向ってロ中に行な

う修法である。修法に際して修法者は赤色の衣を着，壇

社会学研究科紀要2８

なくて，くわしく分析して見ると，修験者の日常生活に

非常に身近かな主題~この主題のことを私はモチイフ

と呼ぶことにする－を中心として，全体が－つの体系

をなすように組み立てられているものなのである。そこ

で私はこのモチイフを中心とした儀礼中の諸symbolic

actionの構成の仕方を儀礼のメカニズムとしてとらえ

て見ることにしたい。このことを裏返して言うと，ある

特定の調伏の次第に記されている個食の行為は，その特

定の儀礼のモチイフを中心とした儀礼体系の中に位置づ

けられ，その構成要素となっているのである。そしてこ

うした儀礼のモチイフは更に修験道の宗教的世界観7)の

中に位置づけられていると考えられるのである。

こうした立場にたって，以下の実際の記述にあたって

は，まず修験道の調伏法を概観したあと，主要な調伏の

次第をとりあげて，これらの次第中の行為形式やその説

明をとおして，その各々の調伏の次第に見られるメカニ

ズムとモチイフを抽出することにしたい。そして次に，

修験道の調伏法全体に見られるモチイフをあきらかにし

た上で，それをもとにして，修験道の宗教的世界観を推

測して見ることにしよう。

なお，上記の記載からわかるように，この小論は，調

伏の歴史や調伏の庶民生活への機能等を問題にしている

のではなく，通時,代的な修験道における調伏法のメカニ

ズムやモチイフと，そこに見られる修験道の宗教的世界

観の究明を目的としているものである。それ故，以下Iliil

点の次第についての時代考証の類は一切割愛することに

したい，

註１．宮家準，「修験道の入111紫修行にｵｹﾞけるシンボリ

ズム」哲学第４６集，昭和４０年参照。

２．宮家準，「修験道における修法の論理一息災

護摩を中心として」宗教学雑誌第５号，昭和40年
参照。

３．宮家準，「修験道における修法の論理一諸尊
法を中心として」日本仏教２２号，昭和４０年参照。

４．中村元，「新仏教辞典」３７３頁参照。

５．糟谷義竜，「九字印明の大事」神変１６１号，大正
１１年。

６．ここで宗教的世界観と呼んでいるものは〆修験者

が宗教行為を行なう際に当然のこととして前提と
していると考えられる存在の一般的秩序のことで

ある。

１．修験道の調伏法

修験者の地域社会での活動といえば，すぐに九字の法

とか，不動金縛の法とかが頭にうかぶように，こうした

ものに代表される調伏の法は，修験者の代表的な宗教活
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ＺＷ・不動企敬法・射箭引[１大行事・悪人調伏法等の次第

が記され.ていた・

そこで以下，修験道章疏および不動三密寄集法記載の

これらの修法のなかから,特に数多く見られた，九字法・

不動金縛法・摩利支天鞭法・筒符・板符・樽符等の封じ

こめの修法等をとりあげて，そこに見られるメカニズム

を明らかにして見ることにしたい。

註１．宥鍵註「山伏二字義」修験道章疏三，ｐｐ、３８，な
お本書は日向国正国山見性寺住の宥鑑が寛永年間

に註を付して公刊している。

２．「役行者囑講式」修験道勤行集所収。

３．「聖不動経」修|旋道勤行集所収。

４．中村元「新仏教辞典」373頁参照。

５．宮家準「修験道の修法と密教」宗教研究１８１
号参照。

６．覚禅紗巻５，１途三世明王の条・

７．「密教大辞典中」１６１０頁-1611頁。
８．阿娑縛抄１１９巻。

９．覚lilIL紗巻５，六字経法の条・

１０．覚禅紗巻５，秘抄問溶集１０巻参照。
１１．妙覚院蔵，「不動三密寄集法｣。

・修験道におけ

も赤色に作るといわれている。そして息災護摩になぞら

えて護摩をたき，その最'１ｺに繍中に調伏しようとするｲ'１

手の姓名を書いた形代を入れて焼くのであるi;)。な鮨こ

の修法の場合，南に向うのは，南は夏を示し，夏は陽気

熾裂で炎熱物を焼きつくすからだといい，日中に行なう

のも日中の炎熱が諸物を枯乾させることを示すという。

また艫の三角は火大の形を，衣や壇が赤色なのは火の色

を示していると説明されている。このように全体がiiRil伏

の相手を焼きころすことをsymbolicactionによって

表象していると考えられるのである7)。この調伏護摩を

不動・降三世・軍茶利・大威徳・金剛夜叉の五大:尊を崇

拝対象として行なうのが五壇法とよばれる調伏法で大き

な調伏修法に際してはこれを修したといわれている8)。

また護摩のあと，稲殻・アザミ，カラタチの三類型をや

き，さらに桑弓，蘆箭で東西南北をいるのが六字法と呼

ばれる調,伏法である,)。

これらの他に護摩によらない調伏法には，樅魔怨敵法

とも名づけられている転法輪法がある。この修法は継紙

に怨家の形を書き，その胸間に姓名を書き付けて筒'１１に

おさめ，護摩壇上において十六大護及び王城の鎮守など

を勧請してその加護によって相手を筒から出させないよ

うにする修法である'0)。

さて，さきにも書いたように修験道において調伏を行

なう場合には，こうした密教の調伏法をそのまま用いる

こともあるが，むしろこれをもとにして，多少とも性格

のちがった調伏法を作りあげていることも多い。そこで

本論では上記の密教の調伏法とは違った修験道で特に多

く用いられるものをとりあげて見ることにしよう。

さいわいにして修験道研究の根本資料である修験道章

疏全三巻及び修験聖典中には，修験深秘行法符呪集（以

下符呪と略す)，修験深秘行法符呪集続集(以下行法と略

す)，修験常用秘法集(以下常秘と略す)大聖不動明王深

秘修法集(以下不秘と略す)修験神道神社印信(以下修神

印と略す）等の修法集が収録されている。これらの修法

中に見られる調伏法を類別して見ると，まず九字に関す

る修法が９法，十字に関するものが２法，不動金縛に関

する修法が６法ある。なお，尊海編の大聖不動明王深秘

修法集収録のものはほとんど全部が金縛に関係した修法

である。汝に摩利支天鞭法が４法おさめられてしる。そ

してこれら以外には，調伏に関係した祈祷法，法界調伏

法が各１つ収録されている。

これら以外に筆者が現に調伏法を行なっている修験者

に見せてもらった次第，「不動三麿寄集法｣u)には,不動

尊破敵法・不動明王金縛之大事・筒符事・板符事・樽符

る

２．調伏法のメカニズム

九字・金縛・摩利支天鞭法・封じこめ等修験道の代表

的な調伏の次第には，そのいずれにも，修法の順をおっ

て，調えねばならぬ真言や論えごと，印契を含む種々の

所作等が記されている。すでにさきに記したようにこれ

らの個盈の次第に記されている唱えごとはいうまでもな

く，直接には意味がわからない真言や印契も，何等かの

意味を表象しているsymbolicactionなのである。そ

れだけではなく，一つの次第中のこれらの個々のｓｙｍ‐

bolicactionの意味は決して無秩序なものではなく，全

体が修験者の'三l常生活や宗教生活に非常に身近かたモチ

イフを中心とした－つの体系をなすようなメカニズムに

なっている。それ故，所定の次第中におさめられている

印契や真言の意味をおうことによって，その調伏法にお

ける，こうした印契や真言の組成の仕方一メカニズム

ーがあきらかになり，さらにそれを通して，その調伏

法をつらぬいているモチイフさえも明らかにすることが

できよう。

そこで，以下の記述では修験道の代表的な調伏法であ

る九字の修法・不動金縛の法・摩利支天鞭法・封じ込め

の修法等について簡単に説明したあと，各々について代

表的な修法を一つづつ選び出して，淡のような順序でこ

れを分析して見ることにしたい。

まず，その次第の順序に従って印契や真言などの個を
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むすんで兵(びょう)，以下剣印で闘(とう）索印で者（し

や),内淵lli了1?']で皆(かい),外illI1i子印によってWli(じん)，日

輪EIIによって烈(れつ),宝瓶印を結んで在(ざい),隠形の

印で前(ぜん)というように，九つの呪をそれぞれに充当

された印をむすびながらとなえている。そしてこれをお

わると行ととなえて，パン・ポロソの真言をとなえたの

ちに刃印をむすんで，四縦五横に切っているのである＝

さて，まず護身法によって自分の身をかためることを

表象したあとの，一見各々が独立したように見られる九

つの文字は，摩利支天九字法（符呪202）及び広島県の

修験者橋本弘電氏の記した山伏修験参考書によると,「ノ

ゾメルツワモノタタカウモムミナジンヤプレテマエニ

アリ」と読ましている5)。これを見ると，この九つの文

字は｢1分に立ち向って来る生霊・死霊・怨霊等をうち破

って前にひきすえることを表象する言葉であると解する

ことができるのである。

ところでsymbolicactionとしての手印もきわめて

興味深い意味を表象している。自分の信心の堅固なこと

を示す内縛の印を結び(臨)次に仏の体験境地すなわち修

法者と仏とのidentificationを示すと考えられる外縛の

印をむすんでいる(兵)。こうして修法者即崇拝対象とな

ったことを表象した上で相手を切ることを表象する剣印

を結び(關)，次に相手をしばることを示す索印をむすび

(者)。さらに相手を力､象くだくことを表象する獅子印を

結んでいる(皆・陣入そして最後に摩利支天隠形大事と

関係した，ロ輸印(烈）・宝瓶印(在）・隠形印(前)によっ

て自己の姿をかくすことを表象している。このように印

契だけから見ると，自己の信仰心を示した上で崇拝対象

と一体となり，きり・しばり，かむ等の行為によって相

手を降伏させ，あと自分の姿をかくすというメカニズム

を認めることができるのである。それ故，臨兵闘者皆烈

在前の呪文だけからでは，生霊・死霊・怨霊等を打ち破

って前にひきすえることを表象すると解し得たことが，

印契の意味から解釈すると具体的には，きり，しばり，

かむ等の行為によって相手をうち破ることを示している

ことがわかるのである。

さて，こうしてﾎ[]手を引きすえおわると行ととなえ，

一切諸法の根本を示すという金剛界大日の真言パンと成

就の意味をあらわす一宇金輪の真言ポロソをとなえた上

で刃印で四縦，五横に切っているのである｡これを見る

と，一切諸法の根本を剣にたとえ，この剣を持って前に

ひきすえた調伏する相手の悪をきりすてることを行とい

う唱え言と実際にこまぎりにすることを表象するｓｙｍ‐

bolicactionによって示していると考えられる。そして

のsymbolicactionによって表象されている意味を解

釈することによってその凋伏法における印や真言ｲﾄﾞの組

成の仕方一メカニズムーをあきらかにする。そして

次にこうしたメカニズムを組みたてる原理であると考え

られる各戈の調伏法のモチイフを１１１１出して見ることにし

たい⑪

（a）九字の修法

九字の修法は一言で云うと，臨兵闘者皆陳烈在前の九

つの兇をそれぞれに充当された九印を結びながらとなえ

たのちに刀印を結んで四本縦に五本桃に線を空｢１１に711く

ものである。この修法は元来修験道の修法ではなく，道

教で，将の蔦洪仙人が山に入る時に行なったといわれる

法が修験道にとり入れられたものである。以後修験道で

は最も雅本的な修法とされ，独立して用いられると共に

数多くのI2E法の中におり込んで用いられている。

すなわち基礎資料としてとりあげた修験道章疏中に

は，九字に関係した修法として，九字垂跡(符呪197）・

九字本地(符呪198)･九字本位(符呪199)･九字大事(符呪

200）．九字大事(符呪201）・摩利支天九字法(符呪202）

､兵法九字大事(常秘５０)・兵法九字大事(行法５)・積九

字大事(修秘印9）の９法がおさめられている。この他九

字の法をその中に含む修法は章疏中に23法を数えるので

あり，このことから見ても，九字の法が修験道の修法の

中でいかに重要な位岡を占めているかを容易に推測する

ことができよう。このように他の修法に九字をとり入れ

る場合には，まず護身法を行ない．次に九字を切ったの

ちに実際の修法に入るという形式が多く見られてしる。

ところで〆修験故事便覧巻二によると，九字を切ると

いうことの意味は，「五陰魔・煩悩腿･死魔及び一切の悪

魔･魔民を切断する｣'）ことを示すとされ，その際九つの

印呪を組承あわせるのは，「九は是れ陽の満数なり丁邪気

は是陰気にたよる。故に陽をもって陰を伏する意｣2）に

なぞらえたものであると説明されている。さらにこの修

法は，修験道勤行式に，「身心堅固にして運力を燗し,怨

敵を退け，悪魔を払い，悪霊邪鬼狐狸妖怪を減し，惣じ

て一切の厄難を除き，諸女の願望を成就円満なさしむる

の神術なり｣3）と記されているように,怨敵・悪魔・悪霊

・邪鬼・狐狸・妖`怪のｉｉｌｌ伏に特に効果があると信じられ

ていると考えることができよう。

私自身幸にして昭和３８年羽黒山秋の峰調査の際「九

字之大]lU4）の伝授を受けた。そこでここではその九字

之大事を紹介して見ることにしたい。

この次第によると,修法者はまず護身法を結んだあと，

内縛の印をむすんで臨(りん)ととなえ，次に外縛の印を



調伏の論理３１

頁。

７．「修験深脳行法、ﾂﾋﾞﾘﾐ巻三」修験道章疏三１８６
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（b）不動金縛法

不動金縛法は，役行者iiﾙ式に修験道の開祖役小角が，

｢金lmlllllにて,一育主ﾈ''1の鍬を細して，暴悪議倭の怒を伏

せしむ｣')と記されていることからもわかるように，修験

道ではもっとも古くから行なわれていたと考えられる調

伏法の一つである。この役小角一言主命呪縛の伝説は修

験道ではひろく信じられており，その奥書に「右金縛秘

法役仙相続他見可蒙神剛者也｣2）と記されている
し二一

｢役｛山流金縛秘法」（不ｉ秘７）のようにこの伝説に仮託さ

れた修法もいくつか見られるのである。また．さきにも

ひいたように修験道の崇拝対象ともいえる不動明王が，

「三昧の索を持して難伏の者を縛す｣s)働きを示すと修験

者によって信じられている所から見ても，修験道の調伏

作法中この金縛法がいかに重要な位置を占めていたかを

推測することができよう。

事実修験道章疏中にも多少修法の仕方を異にする六つ

の金縛の修法がおさめられている。すなわち，金縛大事

（符呪299）・役ｲ|||流金納秘法(不秘７）・不動肌王金縛秘

法供(常秘２８）．不llMj|）]王金糾大ヨド(符呪301）．不動明

王金縛大事（不秘イル大〕11不動I〕]主金綱秘法（不秘ｌ）

がこれである。ここではまずもっとも簡単な金縛法とし

て，筆者自身が所持している，「修験道護摩祈祷法｣にう

らがきされている，「生醗死霊除金綱法」をとりあげて，

金縛法全体に通じるメカニズムを抽出する手がかりを得

たいと思う。

この「生霊死霊除金縛法」の１１頂序をおって見ると，ま

ず護身法を行ない，九字・五大尊の明を唱えた上で，五

大尊の印を結んで，「明王ノナハニテカラ〆取,縛ルケシ

キハ不動明王」との'１「(え言をあげている。つづいて内縛

や外縛の印を結びながら,「シメ寄テ縛ルケシキハネンカ

ケル，ナニハナダハナキモノナリ，生短死霊怨霊(病魔）

カラメ取リタマエ，タマハズソバ不動明王，ヲソピシピ

シカラシバリソワカ」ととなえるという形になってしる。

さて，この「生霊死駆除命綱法」をながめて見ると。

修法者はまず護身法によって身をかためたあと，九字を

切っている。この場合の九字はさきにのべたように,「ノ

ゾメルツワモノタタカウモノミナジンヤプレテマエニア

リ」と読んで，悪竪怨悪を前にひきすえて切ることを表

象していると解するよりも,「ヘイニノゾソデタタカウモ

ル､，ミナレツヲノベテマエニアリ」と読んで，これか

ら修法を行なうに先立って身をかためることを表象して

修験道におけ

次にこうしたことの成就を示す真言ポロンをとなえるこ

とによりその達成を祈るというメカニズムになっている

と解することもできよう。

以上のべてきた九字の修法のメカニズムを全体として

ながめて見ると，まず自分の身をかためたあと，Ｆ１分と

本尊と一体となり，調伏の対象である怨霊．怨敵等をき

り，しぼり・かむなどして'1分のiiiiに引きすえた上で

その悪を切り．一切諸法の根本を教えて悪を止めさせる

というメカニズムになっていると考えられるのである。

それ故，総じて云うならば，九字の修法は，怨霊・怨敵

等の悪を切るというモチイフを中心として組みたてられ

ていると推測することができよう。

修験道章疏所収の他の大部分の九字の修法もほぼこれ

と同じメカニズムから成っている。ただ九字垂迩（符呪

197)及び九字本地(符呪198)の両者のみは多少そのメカ

ニズムを異にしている。両者はほぼ同じ故九字垂迩をと

りあげて見ると「南方ノ天二向テ九遍論へ（臨兵闘者皆

陳烈在前の九字を九遍一宮家）歯ヲ九遍噛ミクダクヤ

ウニカミ合イ，其年ノ星ノ役難ヲカミクダキ失故二忽二

吉星ト成ル也・悪魔外遊疫神悪雛強敵等ヲカミ矢ゾト

可観深秘也｣6）と記されてしる。それ故この修法は－
し

言でいうと，悪魔・タト道・疫;'011．恋ｋＭ，強敵等をiiiにひ

きすえておいてか承くだくことを表象するsymbolic

actionから成り立っているということができよう。な

おこれは九字ではないが「祈禰之TIT｣(符呪101）も，内

獅子・外獅子の印を結んで三度かみ合わせるsymbolic

actionを行なっている。そしてこの行為の際「行者丼

に病者及び行疫神等乃至一切衆生の内外の三毒三尊所犯

の無始の罪障をかふ尺すと観ずべし｣7）と口伝されてい

る。このように九字の一部及び他の修験の調伏法に，調

伏の相手を力､ふくだくというモチイフを見ることができ

るということを付言しておきたい。

ろ
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｢修験故事便覧巻二」修験道章疏三５６２頁。

「修験故事便覧巻二」修験道章疏三５６２頁。

｢修験道勤行式」昭和１１年。

｢九字護身法之大Z1ij羽限lIl修験本宗発行。

容易に気づかれるようにこの訓読にば無理がない

わけではない。むしろ，「ヘイニノゾンデタタカウ

モノヘミナレツヲノペテマエニアリ」と読む力

がすなおである。こう統灯と怨霊や邪神等を退治

する準備がすんだことを示しているとの解叙が可

能となり，こうした準臓ののちに実際に刃印で九

字を切っていると解することがⅡ{来る。けれども

ここでは修験者同身の読梁方に従うことにした

い。

｢修験深秘行法符兇集巻六」修験道章疏三２２５６．
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相手をしめている童子は，「大聖不動明王金縛秘法｣等を

見ると，三十六童子・八大茄子・金剛童子･務迦羅童子・

lll1FE迦激子等7》をさしている。そしてさきにも見たよう

に，本蝉不動IUI主と一体となったと楓じた修法者が不動

の巻属である童子に「綜テ綜テ金剛童子，膝ヒツシト綜

ヨ童子，膝ヒツシト線ヨ童子，膝ヒツシト綜ヨ童子，搦

メヨ童子一中略一南無三十七童子八大童子何レモヨ

リテ悪風ヲカラメトリ玉へ｣8）と命令してからめとらせ

るというメカニズムになっているのである。

ただ，「不動U]王金縛大事」（符呪３０１．不秘４）のみ

は，まず護身法のあと，不動根本印の一つである独胡印

をむすんで，そして次に内縛をもとにした印を結び，親

指を強くおさえるという順序になっている。つまりまず

護身法によって自分の身をかためたあと「l身即役小角

なることを示し，次に役小角となった行者自身が相手を

おさえこむことを表象しているのである。つまりこの場

合には，生霊死霊除金縛と同じく，童子を用しないで，

'1分１１身が役小角となったと槻じた修法者が相手をしめ

あげるというメカニズムになっている。

ところで今迄記して来た金縛法を見ると，しめる対象

は，悪霊・死霊・生霊・怨霊(病魔)，荒御前(荒神等の

悪神のこと）行者等とされている。

以上記してきた数種の修法を見ると，不動金縛法は，

修法者１１身が自分の身をかため，不動明王・五大明王等

の崇拝対象と一体となって，直接に悪霊等をしめあげた

り，あるいはこれらの悪霊等を本尊の巻属である童子に

しめさせたりするというメカニズムになっていると考え

られるのである。そしてこれらから，金縛法は全体とし

て，悪露・怨露等をしばりつけるというモチイフによっ

てつらぬかれているということができよう。

いるととらえて見ることにしたいい。そして護身法及び

九字の両symbolicactiol］によって修法に先だってあ

らかじめ自分の身をかためることを示していると考える

ことにする。

そうしておいて次に五本の指がそれぞれ調伏の主本蝉

五大明王を表象する五大I､壬の印を結びⅢその明である

慈救呪をとなえている。周知のように慈救呪は,｢一切の

金剛部衆に帰命し奉る，暴悪大念怒の形相を以て，煩悩

を破壊し，悪魔を恐怖せしめ，菩提心を堅固不動ならし

む｣6）との意味の真言である。それ故，このsymbolic

actionによって自分自身が調伏の本尊五大朋王となっ

たことを表象し，その働きを示す真言をとなえているの

である。

ｎ分自身が本尊であると観じおえると，今度は，実際

に生霊･死霊･怨霊をからめとるということを，「明王ノ

ナハニテカラ〆取」とか,｢生霊死霊怨霊(病魔)カラメ取

りタマエ」等のとなえ言で示し，あとしばりつけること

を，内縛や外縛の印や6)，「綱ルケシキハ不動U]王」等の

となえごとによって表象するのである。そうしておい

て､股後にあたかもしばる時の音をあらわすかのように，

「オソピシピシカラシパリソワカ」の真言をとなえてい

る。

以上から見ると，「生霊死霊除金縛法｣は，まず自分の

身をかため，自分自身が崇拝対･象である五大ﾘ]王となっ

た上で，生霊・死霊等をからめとり，しばりつけるとい

うメカニズムになっていると考えることができよう。そ

して，総じて見た場合には，生霊・死霊等の怨霊をから

めとってしばりつけるというモチイフによってつらぬか

れていると考えられるのである。

修験道章疏所収の六つの金縛法も，ほぼこの修法と類

似したメカニズムとモチイフから成っている。なかでも

もっとも簡単な不動明王金縛秘法供(常秘２８)を見ると，

護身法のあと，不動明王十四根本印の一つである索印を

むすび，自分自身本尊不動明王であると観じたあと，さ

らに自身即金剛薩唾であることを表象する転法'倫印を結

んで，童子に調伏の相手をしめるように命じている。こ

のように護身法を行なったあと，自身即崇拝対象である

ことを表象する印をむすんでのち転法輪の印によって菰

子をして相手をしめさせるという方法は，金縛大事（符

呪299)，役仙流金縛秘法（不秘７)，大聖不動UH王金縛

秘法（不秘１）等にも見ることができる。ただこれらの

場合にはいずれも，生霊・死霊除金縛と同じく，五大灘

を本尊として修法を行なっている。

なお，これらの修法で本尊の命に従って実際に調伏の

｢役行者識式」修験道勤行錐所収。

修験道章疏－２１４頁。

｢聖不動経」修験道勤行集所収。

INH山県井原市の一修験者はむつかしい修法を行な

う際，必らず九字を切って身をかためるといって

いる。また既述のように他の修法に九字をとり入

れる際，護身法をおわってのち，九字を切り，こ

の両者を終ってから修法に入ることが多いのはこ

のことを裏書しているといえよう。

伊藤古鑑，「真言陀羅尼の解説」日本仏教新聞社

昭和１７年。

内縛の印は本来は自分の信心の堅固なことを示

し，外縛の印は仏の体験境地を示すといわれてい

るが，この修法の際I土むしろ実際に相手をしぼる
ことを表象していると考えられる。

これらの童子の働きは，聖不動経によれば,「木誓

iiに１．
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{11.放光1：１１の|:|jをむ‐)-び，天の力Ⅱ護が得られるとのＩ１ｌｌえ

ごとをiiliiする。こ』しらうij:すむと，丸い紙に調伏の'1]手の

禍iMiをかいたものを摩利支天の真言にあわせてつき，弾

推し，法螺の印をむすび，今一度相手の名前を書いたも

のを躍利支天の真言にあわせて何回となくついたあと．

般若心経,普問品等をあげるのである。

さて，この修法の意味をおって見ると，まず護身法と

九字によって[１分の身をかためたあと，阿字の門に入る

ことを趣味する法螺の文をとなえている。次に鞭をとっ

て，木7111耀利支天本来の姿である「11輪を表象した丸い紙

の中に鯵法老の尖jRiを:i[「き，宝瓶の印を結び，宝瓶の中

に|=１１倫があり，日Iliiiiの'１ｺに我身'があって，我身即日輪，

1]llillil11I我身であると観じているのである。そうしておい

て再度鞭をとって，本〕11[と一体となった自己の働きを表

象するかのように，光という字がかかれている。ついで

あたかもH11Miの働きが広大無辺であることを示すかのよ

うに，タト獅子印・金剛輸印・放光'二１１をむすんで，我も天

も地もlfijも跡も左も右も何も天の加護を得ることができ

るのだということを一巡のsymbolicactionによって

表象しているのである。

以上のように自己の身をかためたのちに，阿字門に入

って木1灘と一体となったことを，穣点のsymbolicac‐

ｔｉｏｎによって表象しおえるといよいよ調伏にとりかか

る。すなわち，あらかじめ用意された丸い紙の裏に調伏

の対象となる怨1謡・怨敵等の名前を書き，表に破敵と書

いたものをいためつけているのである。

まず，この調伏の相手の名前をT1Fいブニ九い紙を鞭で三

度つき，そのたびに摩利支天の真言をとなえている。次

いで怨霊怨敵即滅ととなえながら二度弾指する。そうし

ておいて，法螺の印を結び，かちどきを示すかのように

鯨波背を発するのである。更にこれだけでは満足できな

いのか，鞭をもって怨敵消滅と三度となえながら調伏対

象の稿前を孜孜とつく。そして最後に犀利支天の真言を

千回県、にとなえながら相手の名前をついたあと,心経・

州Ml1Wlによる法施を行なっているのである。

さて，今その意味をおいながら記して来た摩利支天鞭

法を今一度ふり返ってそのメカニズムを考えて見潟と！

まず謹身法，九字等によって自分の身をかためたあと，

阿字INHに入った修法者自身が本尊日輪となったことを表

象している。そして更に修法者が本尊となったことを誇

示するかのように本尊の働きを一連のsymbolicaction

によって表象している。こうして自身本尊となった修法

者が，調伏の相手の名前を醤いた丸い紙を何回となく，

純でたたいたり，ついたりすることによって降伏させる

修験逆における

恋KJi’)|ｉｔに千ﾌｸﾞ億の恕鬼行人*ず娩帥とん111j二，川'）
避予か御斜をiドル世ぱ゜＋;If悉く〕1ＬＩＭ〔しＪｋｌ;]ん。若し
苦厄の雌怨11lljI)7.IJjJ1j2』んｲﾊﾞﾕｲにiiiT子〔')丹&$ⅡF'くI｣〈
須災にして吉祥を11》ん」とされてい愚。

８．．jMIi海編，「大型不ililj明王深秘修法｣|ﾐ」修験遊章疏
一，２１０頁。

（c）摩利支天鞭法

摩利支天は陽光を神格化したものであるといわれ，元

来はインドの民'１１で備仰さｵした仏であ為。日本に入って

からは武士の守本輔とされ，修験道でも大腸の崇拝と結

びついて広く崇拝された')．その働き院，仏説摩利支天

経によると，（１）衆生を|正し，(2)同士を平げ，(3)溢賊

から守り，(4)耶隊を守護し，(5)航海では巡風をあた

え，(6)存属財宝を与え，（７）なくなった財宝をみつけ，

(8)三悪逆や苦患から人左をすくい，(9)合戦に利を持た
らす，というように多方面にわたるが，他力この仏を信

じないと，身体をこわし，火難におそわれ，さらにば三

恕道におちいるといわれている2)。

こうした多方面にわたる働きをする仏ではあるが，修

験道では，修法者がこの仏を念ずるならば，他人も諸尊
もその姿を見ることができず，とらえることも害するこ

ともできないとの信仰から，特にその根本印を隠形の印

として尊ｉＥしている１１)。この隠行の印は，さきに見たよ

うに，九字の最後に「前」ととなえてむすぶ印として九

字の修法中に含まれることもあるが,身I堰法(符呪127)・

11i箪利支天九字法(符呪202）・寅八毘沙P'｣天王(`ilif秘１９）

難のように九字のあとで独立して行なわれることも多

い。このように，九字の最後または九字の修法のあとで

隠形の印を結ぶのは，相手を切ってこらしめたあと相手

の復懸をさけて姿をかくすことを示すsymbolicactiolI

であるとも考えることができよう。

ところで１耀利支天を本尊として，修験者が怨霊・怨

敵を降伏させる修法に犀利支天鞭法がある。これに類す

る修法としては，修験道章疏全三巻中には，摩利支天llWj

法(符呪６０）．摩利支天鞭加持法(符呪６１）・摩利支天W1u

法大?j「(行法３２）．摩利支天鞭法(常秘１９)の四法がおさ

められている。この四つの修法はいづれもぼぽ同じ故，

ここではi滕海編の修験常Ⅲ]秘法錐所収の摩利女天iWu法』）

を紹介して見ることにしよう。

この「摩利支天鞭法」は次のような順序になっている。

まず，護身法と九字を行ない，法螺の文をとなえる。吹

に鞭をとって丸い紙の中に犀利支天の真言と行者の実名

をかき，宝瓶の印を結び,我身即日輪との観法を行なう。

さらに鞭で光という字を哲いたあと，外獅子印・金剛1論
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というメカニズムが統玖とれるのである。このように１１曙

利支天鞭法の場合には，企紳法とば巡って，怨霊・怨|敗

等の名前を識いたものを鞭によってifl:膿ついたり，プニた

いたりすることによって相手を降伏させるというモチイ

フを見ることができるのである。

註１．兵)１A加持（符呪207)，武具力Ⅱ排（符Ulil208）鞭ｉ１ｉｋ

争にＩＨＩ係した修法の中lこは厳利支天を守木疎とし

ているものが多く見られる。

２．「仏説膿利支天経」修験聖典５３頁．

３．宮家瀧「膿lIiiI道における修法の論理一諸弥法

を『|:心として」’百１本仏教２２５参照。

４．「修験Ijlir用秘法11ﾐ」修験道寧疏－，２２９頁。

なえ為`，これにリ|きっづいて次のような実際的な行為が

行なわれる．すなわちまず，竹ｉｉｉの中に先に準(iNiした人

型に読物を着せたものを入Ｊ１し，上面を和紙で密封し，そ

の上にポロンの字を誓:いて封じこめる。次にこれに綱を

左まきに108反まいてしめつけた上で四辻にさかさまに

いけるのである。

以｣:がiii封じの次第の順をおっての説ﾘ]であるが，こ

れらのsymbolicactionの愈味を分析して見ると次の

ようになる。まず前半部では吸初に宗戸ソの字を謹くこ

とによってこの調伏の修法の成就をいのり，次に突際に

渦伏の相手の満を人型にかきつける。そして，獅指によ

って諸幽をはらった上で，修験者が崇拝対象としてあが

める事が多い諸雌や調､伏の本尊ともされる諸尊の真言を

となえたり，衆生を引摂し救済することを示す転法輪印

を結ぶことによって諸IMIに調劒伏の成就を祈念するのであ

る。

これに対して後半部では，まず護身法，九字で身をか

ため，次いで本薄の働きを示す言葉をとなえ，本尊の法

楽のための般若心経や息災をいのる尊勝陀羅尼をとなえ

るなどして，本尊とのcommunicationをばかるのであ

る。ついで，ｉ伝法輪印により自身即金剛薩垂と綴じた上

で，逝子に相手をからめとらせ，しばりつけさせ，さら

に童子印等により相手をか寒くだくことを表象している

のである。しかもこうした行ないが相手に姿を見せずに

行ない得ると親じているのである。他力，相手の人型を

筒の中に封じこめ，さらに綱でまきつけ，土'１可にいける

というように直接封じこめに関係した行為も行なってい

るのである。

このように筒封じの次第は，人型に11]手の名前を書い

たものを準備し，諸仏に祈念をこめ，次に自分の身をか

ためたあと，この人型をきり(九字)，しばりつけ(金縛）

さらにか率くだく（獅子印)ことを表象するsymbolicac‐

tionを行なうと共に，人型を竹簡の中にいれ，和紙で上

をおおって密封し，綱で筒をしばりつけた上で四辻にさ

かさまにうめるというメカニズムになっている。以上か

らわかるように，筒封じの修法は，いくつかの要素を含

んでい為とはいうものの終局的には，；｜|]手の人IlUを表象

する人型をいためつけたあと，ある場所にとじこめるこ

とによって相手をうごけなくするというモチイフによっ

てつらぬかれていると考えられるのである。

筒封じ以外のものを見ると，「板封じ」は，まず和紙

に人型をきりぬき，それに調伏の相手の名前と年を書い

たものを相手の年の数だけ-用窓する。これを縦８寸横３

寸の板にはりつけ，その上に白紙をかぶせて密封し，上

（｡）封じこめの修法

これまで記してきた調伏修法の他に特異な修法として

封じこめの修法がある。この修法は人型にＩl]手の名1iii年

などを記入し，これを竹筒等に封じこめる調伏の修法で

ある。この系統の修法としては，板封じ・筒封じ・櫛封

じ・卵子封じ等のものがある。筆者は幸にして実際にこ

うした調伏修法を行なっている岡'11！iUl:原市に住む修験

者にあい，これらの修法のやり方について'111くことがで

きた')。そこでその話をもとにしながら，この調伏法の

メカニズムを分析して見ることにしたい。

上記の極念の封じものの修法の中では，筒封じが一番

まとまったものと考えられる。そこでまずこの修法に焦

点をおいて分析することによって2)，封じものの修法全

体に通じるメカニズムとモチイフをｌ１ｌｌ山するための手が

かりを得ることにしよう。

筒封じの修法は，人型を作ってそれに祈念をこめるiMj

半部と実際に調伏修法を行なう後半部に分けることがで

きる。まずiii半部では，和紙を七枚正ねて四方に真言ポ

ロソを百八反書く。次に人型を七つ切りぬき，四方に調

伏の相手の名前をﾖｶﾞきつける。こうした準ijlliをおえた上

でそのまわりを弾指し，不動・薬lIliii・五大力・大日・大

字明王・荒:ｉ１ｌｌ・諸i:M音等の諸尊のｴ〔言をとなえ，岐後に

賑法輪の印をむすび，そのＪ１〔言をとなえることによって

祈念をこめているのである。

これに対し，後半部は次のようなllll1i序になっている。

まず穫身法を行ない九字を切る。次に日天子の働きを示

す言葉をとなえ，般若心経を三巻あげ，尊勝陀雛尼をと

なえる。こうしておいて九字を諭し，凶力の悪がすふや

かに消除することを祈願した上で，不動金純の場合と同

じく，転法輪の印を結んで金縛法を行なっている。そし

て史に孜には内獅子・外獅子の印をむすぶ。このｌＬ１ｌ大六

天の臓王も秋を見ることができないとのとなえごとをと



修験道におけ

に真言ポ戸ソを書く。次に五大'1；の印と無所ｲ《至の印を

むすんで祈念したのちに，この｣$に釘十二本を打ちつけ

るという順序のものである。この「板対じ」を順をおっ

て見て行くと，この柵伏法は，調伏の'１１手を表象する人

型を板に封じこめておいた上で，崇拝対象五大明王と一

体となったと槻じた修法者がこれに釘を打ちこむことに

よって相手を降伏させるというメカニズムになっている

と考えられる。それ故ここでは，封じこめるというモチ

イフと並んで，相手の人型に釘を打ち込むことによって

相手を降伏させるというモチイフがふられるといえよ

う。

「樽封じ」の修法の場合も板封じと同様に,まず樽の中

に相手の年の数だけ人型を入れたものを用意する。次に

瀧身法と九字によって自分の身をかため，請Jlr緒・召請

印等の印によって本尊五大力を招いたことを表象し，吹

に五大力の印そのものによって１１分自身が五大力となっ

たと観ずるのである。こうしておいて板封じの時と同様

に人型を入れた樽を白紙で密封し，上に成就を示す真言

ポロンを書くという順序の調伏法なのである。ここで

は，筒封じの時と同じくn分自身が即五大力となった修

法者が実際に相手を封じこめるというメカニズムになっ

ているのであり，封じこめのモチイフが修法全体をつら

ぬいているのである。

「卵子封じ」は，卵子に調伏の相手の名前と年をかき，

卵子の上に小さな穴をあけ，これをさかさまにして士の

中にうめるとしう調伏法であり，玉子がくさってどろど

ろになってしまう頃には相手も完全に降伏しているとい

う。それ故夏には最も効果的な修法であるといわれてい

る。これも他のものと同じく封じこめのモチイフでつら

ぬかれている。

以上筒封じ，板封じ・樽封じ・卵子封じなどの調伏法

をとりあげてきたが，これらの調伏法は，いづれもｎ分

の身をかため，崇拝対象と一体となった修法者が,怨霊・

怨敵を示す人型をいためつけた上で，とじこめるという

メカニズムになっているのであり，総じて，封じ込める

というモチイフによってつらぬかれていると推定するこ

とができるのである．

註１．以下の記述は岡山県井原市，葛間嘉文氏の御示教

によることが多い。

２．妙覚院蔵「不動三密寄集法」による。

調伏の論那３５

各々の次第のsymbolicactionの意味を分析すること

によってそこに児らj｝Lろメカニズムを[U]らかにし更に

その'１１から個々の調伏法のモチイフを'''111Ｉすることをこ

ころ糸て見た。

その際，修験道の調伏法を考えるにさきだって，それ

と辮接な関係を持っていると考えられる密教の調伏法を

とりあげて見たのである。その結果，修験道でも広く行

なわれている調伏護摩の場合には相手を焼き殺すという

モチイフが見られ，｜ilじく五壇法でも同じ焼き殺すとい

うモチイフを見ることができた。これらに対し，六字法

では弓矢で相手を打ち殺すというモチイフが見られ，密

教の調伏法中最上のものといわれる転法輸法は，相手を

封じこめるというモチイフによってつらぬかれていた。

これらに対して,修験道独'41ともいえる調伏法からは，

これらと共通の面ももちまた違った面ももつ多彩なモチ

イフを抽出することができたのである。すなわち，まず

最も基本的な調伏法である九字の修法は，是の中にいく

つかの要素を含んではいるものの中心的なモチイフとし

ては，調伏の相手を切りころすというモチイフを抽出す

ることができた。次に修験道の調伏法としては最も有名

な企縛法も，これまた幾つかの要素を含んでいるものの，

全体としては調伏の相手をつかまえてしばりつけるとい

うモチイフが読みとれたのである。また摩利支天鞭法で

は調伏の相手をたたきつけるというモチイフが見られ

た。この調伏の相手をたたきつけるというモチイフは紙

数の都合から本小論では紹介することのできなかった修

験道の他の調伏法である金敷法】）でも見られるものであ

る。そして最後にとりあげた封じものの類では，密教の

調伏法中第一のものといわれた転法輪法と同じく相手を

怖の中や土のに'１などに封じ込めるというモチイフを１１１１出

し得たのである。なおこれまた本小論では割愛した「引

目の法｣２１では，密教の六字法と同じく，弓矢によって

調伏の111手を打ち殺すというモチイフが見られるのであ

る。

さて，複雑なメカニズムから成り立っている各々の凋

伏の修法をこのように一つのモチイフであらわすこと

は，一見理解を容易にさせるという利点を持っている。

けれども実際にはすでに見たように，これらの修法もそ

の次第が複雑になるにつれて，他の種類の修法のモチイ

フがそのメカニズムの一つとして混入される形式をとる

のである。勿論この場合にも，その調伏法全体は一つの

モチイフでつらぬかれ，そのモチイフを達成するメカニ

ズムの一つとして他の調伏法のモチイフがとり入れられ

ていることはいうまでもない．そこで，最後に修験道の

ろ

結

私は以上九字・金縛法・摩利支天鞭法.封じものの修

法等の修験道の調伏法の次第を資料としてとりあげて，
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る場合も多く見られるのである。ちな承に，現に調伏法

を得意としてしばしば行なっている，ｌＭｌｌｌ１県井原市の蔦

ＩＩＩｌ礒文氏が鮫も効果があると称して行なっている不動'1$〔

破敵法の次第を見ると3)，上記のいくつかの調伏法がた

くみにその中におり込まれているのである。

すなわち，この不動尊破敵法では，まず護身法，九字

によってｎ分の身をかためたあと，聖不動経・普印等に

よって本１Ｍ〔への帰依の情をあらわす等本尊とのｃｏｍ‐

municationをはかっているのである。次に外五胡印．

疋印・観法等によって本尊不動明王とのidentification

を表象している。こうして自身即崇'11対象となった上

で．まず相手をしばりつけることを表象し，次には相手

を切るsymbolicactlon，鞭でたたくsymbolicaction，

やきつくすsymbolicactionを続け，最後に自分の身

をかくすことを示す摩利支天の印をむすんでいるのであ

る。そうして同氏の語るところによると，この破敵法で

大抵大丈夫であるが，それで屯駄ロな時には，封じもの

の修法を行なえば完全であるとのことである。

ところで以上述べてきた個々の調伏の修法のメカニズ

ムの中におり込まれた，他の調伏法のモチイフを表化す

ると下の表のようになる。これで見ると，まずどの修法

にも基本的な行為は，自分の身をかためる護身法と崇拝

対象とのidentihcationを示す諸行為である。そしてこ

のあと各食の修法のモチイフに関するsymbolicaction

がなされるというメカニズムになっている。それ故基本

的には修験道の調伏法は，自分の身をかためた上で崇拝

対象と一体となるという二つのsymbolicactionを行

なったのちに，それぞれの調伏法の相手を切る，しばる，

たたく，封じこめる等のモチイフに適したsymbo1ic

actionのうちの一つをそれぞれの場合に応じて行なうと

しうメカニズムになっていると考えられる（第一型)。

次に各洲伏法に多くおり込まれている他の調伏法のそ

調伏法全体を通じてのメカニズムとモチイフを考えるに

先立って，九字の修法・金縛の法・摩利支天鞭法・ill｣１

じ等に属する襖雑な形式の調伏の次第においては，他の

種類の修法のモチイフがどのような形で組糸こまれてい

るかを整理して見ることにしたい

まず九字の修法において九字のそれぞれの言葉をとな

えながらくまれるsymbolicactionを見ると，自分の

信仰心を示した上で(内縛)仏と一体となり(外縛)その上

で調伏の相手を切り(剣印）しばりつけ(索印）か糸(童子

の印)自分の身をかくす(摩利支天の印）ことが示されて

いる。また金縛法の中で最も複雑な形式をとっている

｢大聖不動明王金縛秘法」（不秘１）を見ると護身法によ

って自分の身をかためたあと五大lUl王の印をはじめとす

る諸印によって崇拝対象と自分が一体であることを示

し，次に金縛の印・火焔印・刃印等によって，調伏の相

手をつかまえ，やき切ることを表象しているのである。

けれども最後に金縛に関係したsymbolicactionを特

に数多く行なっていることは云うまでもなし,。次に摩利

支天鞭法の中で最も煩噸な形式をとっている「摩利支天

鞭法大事」（行法３２）は，護身法，九字によって身をか

ためたあと崇拝対象と一体となり宝瓶の印により身をか

くした上で，相手をつき，たたくというメカニズムにな

っている。また最後にとりあげた筒封じの修法の後半の

部分を見ると，まず護身法，九字で身をかため，本噸と

修法者のcommunicationを示すsymbolicactionを

行なったのちに，本尊と一体となったことを表象し，そ

の上で調伏の相手をしばり，かゑ，自分の身をかくした

上で相手を封じこめている。

このように各修法ともそれぞれの'１]に他の修法のモチ

イフをあらわす印をいくつか含んでそれをメカニズムの

一つとしているのである。それだけでなく，現に修験者

が幾つかの調伏法をおりまぜて実際の調伏を行なってい

修験道の調伏法一覧
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(数字はその修法での順序を示す｡）
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現世での人間の不迎不幸等のljK因を霊界の怨霊（生霊・

死霊･動物霊等）・邪神等の働きに帰すろと共に，それよ

りも上位の娯拝対象(不動明王・五大朋王等)の力によっ

て怨霊・邪ﾈlll等をこらしめることによって，それ等の悪

心をすてさせ，lliif害を止めさせることが可能であるとい

う|止界組と，修験者|上1身がこうした上位の崇拝対象と一

体となることの可能性を鮒める'１k界観が存在しているこ

とが推測されるのであるI)。そしてこの二つの世界観を

組象あわすことによって，不動明王や五大明王と一体と

なった修験者自身が怨懸や邪iIl1等の怨敵を調伏し得るの

だという調伏の論理が成立していると考えることができ

よう。

また付言すれば，こうした世界観にのっとって成立し

ている調伏の論理は，役小魚の一言主呪縛の神話や役小

角自身が調伏のｓｙｍｂｏｌである独鈷が母体に入って生

まれたのである，という神話によって伝統的な価値をあ

たえられているのである。

さらに修験者の守木]Ｈｆである不動Uj王自体も,｢大智慧

の故に大火焔を現じ，大智の剣をとって女・liI・鏡を害

し，三昧の衆を狩して雌伏のものを緋す」と聖不動経に

記されているように諏伏の働きを示す仏であると修験者

間で深く信じられてもいるのである。

そしてこの二つのことが，修験者をしてますます確信

をもって上記のiiNil伏の修法を行なわさせているというこ

とができよう。

註’・妙覚'流蔵「不uj1｣三僻Af災法」所収，「不動金敷法」
参照。

２.妙覚院蔵「不助三橋謙蝶法」jjIT収，「引日の法」
参卿。

３.妙党院政「不動三欄寄雌法」jjillx，「不動尊破敵

法｣。

４.宮家準「鯵験泣の思想」:豚学431|§参照。

（昭和40年９月２９日）

（付記。本ilMliは，１１β和40年８月２９１]，日本宗教学

会で発表したJ1IfiWjに力Ⅱ筆したものである｡）

チイフを見ると，調伏のＩ:|]手をひきよせてしばるモチイ

フ(4)，修法者自身が姿をかくすモチイフ(4)となってい

る。そして修法を行なうルi序も，しばる方がさきで簸後

が姿をかくすという順になっている。これを整理して見

ると，調伏法のより複雑な型としては，｜当|分の身をかた

め本尊と一体となったあと，まず11]手をしばりつけ，そ

れぞれの修法のに|:'心モチイフ，（切る‘たたく・かむ・

焼く.封じこめる弊）によって相手をこらしめた上で後

難をのがれるために自分の身をかくすというメカニズム

を抽出することができるのである（第二型)。

なお，切る・たたく・かむ・焼く．封じこめる等のモ

チイフのうちで切るモチイフが二回あることと封じ込め

るモチイフが岐後の手段としてH]いられていることは，

これらが調伏の相手をたたきのめすのにもっとも効果的

な方法であると考えられていたことを物語っていると思

われる。そこで史に複雑な諏伏法の型として，自分の身

をかため，崇拝対象と一体となった上で調伏の相手をし

ばりつけ，それぞれの修法に応じて他のモチイフ（たた

く・かむ・やく）によってこらしめた上で相手を切り，

封じこめたのちに後難をさけるために自分の身をかくす

というメカニズムを抽出し↑りるのである（第三型)。

以上述べてきたことから，修l1ijmの調伏法は結局’ま

ず護身法や九字によってi当１分の身をかためた上で，調伏

の本尊である五大明王や不動U]王と一体となり，その上

で調伏の相手をしばりつけ，場合に応じて，切る．かみ

つく.たたきつける.鈍く・封じこめる等の方法によっ

て相手をこらしめ，降伏させたのちに後難にかからぬよ

う自分の身をかくすというメカニズムから成り立ってい

ると結論づけることができよう。

そしてこのメカニズムのうちに，調伏の本尊と一体と

なった修法者が，障害をもたらしているものを引きよせ

てしばりつけ,麺交の力法によってこらしめて降鹸伏させ，

以後障害をおこさせないようにさせるというモチイフを

読承とることができるのである。

ところで，こうしたメカニズムやモチイフの背後には


